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総評 

まず出題形式からみた難易度についてですが、得点しにくい個数問題は、前年度と同様に６

問出題されました。したがって、出題形式での難易度は、昨年と同レベルと言えます。 

次に内容面について、全体としては、出題されたことのない問題や解きにくい問題が散見さ

れましたので、やや難化したといえます。 

 

各科目の出題状況 

 

●権利関係 

権利関係では、① 例年どおり事例型問題の出題が目立ち、定番の判決文問題も出題されまし

た。その出題内容は、一般的な学習範囲を超える問題が散見され、やや難しかったといえます。

したがって、合格ラインは、昨年度より低くなると想定されます。 

 

 

●法令上の制限 

法令上の制限の出題内容は、やや難しかったといえます。特に問 18の建築基準法や問 21の農

地法は一般的な学習範囲を超える問題でした。 

したがって、合格ラインは、例年よりやや難しかったと想定されます。 

 

 

●税・価格 

税・価格の出題内容のうち、税については、地方税から固定資産税が、国税から印紙税が、そ

れぞれ出題され、価格の評定については、地価公示法が出題されました。これらのうち問は、

問 23の印紙税は、やや細かい内容からの出題でした。 

したがって、合格ラインは、例年よりやや難しかったと想定されます。 

 

 

 

●宅建業法 

出題内容は、①例年通り基礎的な知識を問う問題が多く出題され、改正点に関する出題もあり

ました。宅建業法の出題形式の特徴の一つに個数問題があります。本年度も５問出題されまし

た。個数問題は、すべての記述を正確に判断しないと正解に達することができないために、正



答率が低くなる傾向にあります。よって、昨年（5 問）と同数の出題である本年度は、得点し

にくい問題は昨年並みといえます。 

したがって、合格ラインも昨年度と同程度の高得点と想定できます。 

 

 

●５問免除 

出題内容は、例年とあまり変化はなく、基礎的な知識からの出題が多く、得点しやすい問題が

多かったと思われます。 

したがって、合格ラインも昨年度と同程度の高得点と想定できます。そのためには、問 48 の

統計問題を得点できたかが明暗を分けると思われます。 
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